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　本研究は、頭蓋内外の内頚動脈 （Internal carotid artery; ICA）の蛇行が、機械的血栓回収
（Mechanical thrombectomy; MT）の結果や臨床転帰に与える影響を調べることを目的として行わ
れたものである。
　研究対象として、前方循環の急性期脳梗塞に対してMTを行った連続症例を選択した。対象症例
をICAの頚部または海綿静脈洞部に蛇行を認める群 （蛇行あり群）、両者に蛇行を認めない群
（蛇行なし群）に分けた。頚部ICAでは、コイリングまたはキンキングを認める場合を蛇行とし
た。海綿静脈洞部ICAでは、後方の屈曲部に強いたわみを認める場合、またはシモンズ型カテーテ
ルに類似した形状の場合を蛇行とした。
　対象となった370例のうち、蛇行あり群は124例 （頚部ICAの蛇行 35例; 海綿静脈洞部ICAの蛇
行 70例; 両者の蛇行 19例）であった。蛇行あり群は高齢で女性が多く、心房細動を有する割合
が高かった。初回血栓回収手技後の完全再灌流達成率は蛇行あり群で低かった （21% vs. 39%;
調整オッズ比 0.45; 95%信頼区間 0.26-0.77）。また蛇行あり群では全頭蓋内出血が多く （54%
vs. 42%; 調整オッズ比 1.61; 95%信頼区間 1.02-2.53）、実質性血腫 （11% vs. 6%; 調整オッ
ズ比 2.41; 95%信頼区間 1.04-5.58）が多かった。90日後の日常生活動作自立の割合は両群で同
等であった （46% vs. 48%; P=0.87）。蛇行なし群では、ステントリトリーバーと吸引カテーテ
ルの併用テクニックは、それぞれの単独使用例より初回血栓回収手技での完全再灌流達成率が高
率であったが （52% vs. 35%; P=0.02）、蛇行あり群では同等であった （22% vs. 19%;
P=0.80）。これらの結果から、ICAの屈曲蛇行は、MTによる初回血栓回収手技後の完全再灌流達成
率の低下や治療後の頭蓋内出血の発生と関連していた。

　以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文
についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員よ
り専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが適切な回答を
得た。なお本論文は共著者12名であるが、予備調査の結果、申請者が主導的役割を果たしている
ことを確認した。
　よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定し、博士（医学）の学位に値すると認める。
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